
いろんなお皿がいっぱいだね（第48回小鹿田焼民陶祭）

● 行政改革大綱（集中改革プラン）

            ５年間の実績
● 日田市制70周年記念事業

   日本三大農学者 大蔵永常に学ぶ
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  市では、市民の意見を反映した迅速・着実な行財政運営の変革に取り組むため、平成18年３月、平成17年度か

ら21年度までの「第３次日田市行政改革大綱（集中改革プラン）」を策定しました。

  平成21年度末で計画期間が終了したことに伴い、計画の実施状況等実績の取りまとめを行いましたので、主な

ものについてお知らせします。

 

 計画の実施状況（平成17年度から21年度まで）

 ・実施率 90.6％（139実施予定項目中、126項目実施）

 ・目標効果額達成率 98.8％（目標効果額 3,070,031千円、実績効果額 3,034,651千円）

 実施項目（一部抜粋）

  葬斎場、市営駐車場、総合体育館などの施設に指定管理者制度を導入することで、民

間の活力・ノウハウを有効に活用しながら市民サービスの向上に努めることができまし

た。（導入目標175施設 実績162施設） 効果額実績【326,711千円】

指定管理者制度の活用

  勤労青少年ホームを廃止し、勤労者総合福祉センターに勤労福祉機能の一元化を図り

ました。また、電算の基幹系業務システムの一部を民間企業へ業務委託し、システムエ

ンジニア２名が常駐する体制にしました。 効果額実績【26,238千円】

民間委託等の推進

５年間の実績の概要実施事項

◆民間委託等の推進

   納付書・督促状を封書からはがき（圧着式はがき）に変更したことで、郵送料の縮減

ができました。また、竹田取水施設改築工事では、資材管理費を抑える設計で、経費の

縮減効果が得られました。

  「公的資金補償金免除繰上償還制度」を利用して企業債を借り換えたことで、利息支

払額の縮減を図ることができました。 効果額実績【84,542千円】

内部管理経費の見直し

５年間の実績の概要実施事項

◆地方公営企業の経営健全化

    市民活動支援室が開設されたことで、ＮＰＯへの支援が広がり、まちづくり活動への

機運が高まりつつあります。また、市民協働まちづくり推進事業では、「まちづくり活

動助成金」と「文化活動振興補助金」を統合し、内容の見直しを図ったことで、団体の

活動の活性化に寄与することができました。

市民協働のまちづくり、

各種団体の育成支援の

推進

５年間の実績の概要実施事項

◆地域協働の推進
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 平成17年４月１日現在の職員数742名に対し、平成22年４月１日現在の計画上の職

員数が657名となり、職員数を85名削減することができました。

 効果額実績【1,055,659千円】

定員管理の適正化

５年間の実績の概要実施事項

◆定員管理の適正化

 市の基本的な政策等の案及び関連資料は、市ホームページなど市民等が広く目にしや

すい方法・媒体を活用しながら、多くの意見・提案をもらい、その内容を市の行政運営

に反映させることができるよう「日田市意見提出手続要綱」を制定しました。

パブリックコメント

の有効活用

５年間の実績の概要実施事項

◆公正の確保と透明性の向上

 未利用となっている市有地等について売払いを行いました。

  未利用財産売払件数 61件

  効果額実績【94,581千円】

未利用財産の売払い等

  用品調達基金制度の廃止、市営住宅建替事業の見直し（朝日ヶ丘住宅第５期計画の中

止）、小規模工事の一本化による諸経費削減、庁舎等の管理委託業務契約の見直し、新

校舎建設時の工法等の見直し、納付書等のはがき化、各種運営補助の見直しなどを行い

ました。  効果額実績【705,897千円】

事務事業・施設等の維

持費・投資的経費・内

部管理経費・補助金等

の見直しなど

５年間の実績の概要実施事項

◆経費の節減合理化等財政の健全化

  平成18年４月から平成19年９月まで、市長、副市長、収入役、教育長の給料月額10

％を減額し、以後は、市長20%、副市長・収入役15%、教育長12%の給料月額を減額し

ました。 効果額実績【16,307千円】

特別職等の給料の減額

   平成18年４月から平成20年３月まで、一般職の給料月額の５％を減額し、以後は、

一般職のうち管理職は給料月額の４％、それ以外の職員は３％減額しました。

 効果額実績【487,350千円】

一般職員の給料の減額

   56歳昇給停止の実施、徒歩通勤者・１km未満の交通用具使用者の手当廃止、市税事

務に従事する職員手当等７手当の廃止・爆発物取扱作業手当など２手当の新設を行い、

また、退職手当の最高限度支給率を62.7月から59.28月へ改定を行いました。

 効果額実績【157,886千円】

高齢者層職員の給与抑

制、通勤手当の改定、

特殊勤務手当の適正化、

退職手当の改定

５年間の実績の概要実施事項

◆給与の適正化

【問い合わせ】企画課政策企画係 ☎２２－８２２７（市役所４階）

※５年間の実績の詳細は、企画課、市民課３日以内窓口、各振興局総務振興課で閲覧できるほか、市ホームペー

 ジにも掲載しています。
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ま
ち
の

わ
だ
い

   ９月25日、大山町西大山（田来原）の山林で、「ひと

山まるごとガーデニング」が開催され、下刈り作業が

行われた。このイベントは、福岡都市圏の水源地とな

る大山町での水源の涵養を目的に、福岡市民が中心と

なって、ボランティアで育林活動を行っているもの。

  ８回目を迎えた今年は、約130人が参加。作業を行

った後は、地元住民が準備したしし鍋などの料理を囲

んで交流を深めた。

  ＪＲ日田彦山線沿線の活性化を目指して、９月26日、

「ひたひこウォーキング」が夜明・大鶴地区で開催さ

れた。

  当日は、県内外から512人が参加。参加者たちはＪ

Ｒ夜明駅を出発し、秋の里山風景を楽しみながら約

12キロを歩いた。また、ゴール地点のＪＲ大鶴駅では、

地元住民による団子汁も振る舞われ、会場周辺は１日

中にぎわった。

ひ と山まるごとガーデニング！

私 の風景と味覚を楽しむ

  10月９日から11日まで、日田市制70周年・日田商工会

議所創立70周年を記念して「食の祭典 ふるさと日田大屋

台村」が、中央公園特設会場で開催された。

  会場では、ステージイベントのほか、日田どん鍋やひた

ん寿しなどの日田のご当地グルメが大集合し、出店した

24店舗には、多くの人が詰め掛けた。

  また、同時開催された「第７回日田市工業展」では、市

内22の企業・団体が、工業技術や工芸品などを展示・販

売し、多種多様な工業技術やものづくりの技術を紹介した。

集 まれ！食の祭典！

た らいばる

かんよう



7 2010. 11.  1  広報ひた

全 国から自治会長らが集結

夏 休みの学習成果を発表

   10月２日から17日まで、博物館で「小中学生自然

研究作品展」が行われた。

  これは、子どもたちが夏休み期間中、自然や環境を

対象に行った観察や研究などの作品を展示するもので、

今年で49回目。会場には、力作179点が並び、多く

の子どもたちや家族連れが訪れ、作品に見入った。

  作品展では、55作品が優秀作品として表彰され、

このうち10作品は「市立博物館報」に掲載される。

咸 宜園教育研究センターがオープン

  10月３日からの咸宜園教育研究センターの一般公

開を前に、10月２日、開館記念式典が行われた。

  約120人が出席した式典では、咸宜・桂林小学校の

児童45人が漢詩「休道の詩」を朗誦。また、パトリ

ア日田では記念講演会・座談会も行われ、多くの人が

参加した。センターは、毎週水曜日と年末年始を除き、

無料で見学することができる。（午前９時から午後４

時30分まで）

    10月７日、パトリア日田で全国自治会連合会大分

日田大会が開催され、全国から約900人が参加した。

  全国自治会連合会は、各都道府県の自治会連合会加

盟組織で構成されており、毎年１回全国規模の大会を

開き、表彰や住民自治の推進を誓う大会宣言などを行

うもので、日田市で開催されたのは初めて。大会終了

後は、各団体の交流・親睦を図るため、三隈川の屋形

船を会場に交歓会が行われた。

ス ポーツの秋を満喫

    10月８日、老人福祉センター（中ノ島町）で、今

年で35回目を迎える日田市老人クラブ連合会（�瀬

八郎会長）大運動会が行われた。

  運動会では、市内全域の21地区から選手・応援合

わせて1,600人を超える参加者が集まり、全員での総

踊り、「ぼちぼち急げ」、「ボール転がし」など、全11

種目が行われ、参加者たちは、楽しみながら競技や応

援に参加した。

きゅうどう し ろうしょう
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くらしの情報

※
Ｋ
Ｃ
Ｖ
加
入
者
︵
３
チ
ャ
ン
ネ

ル
︶
は
、
毎
週
土
・
日
曜
日
午

後
７
時
か
ら
﹁
話
題
の
ひ
ろ
ば
﹂

が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

    

■
対
象
 
平
成
23
年
１
月
１
日
～

３
月
31
日
の
間
に
３
歳
ま
で
の

誕
生
日
を
迎
え
る
子
ど
も

 

■
掲
載
人
数
 
毎
月
12
人

 

 ︵
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

 

■
申
込
方
法
 
は
が
き
に
住
所
、

子
ど
も
の
氏
名
と
生
年
月
日
、

保
護
者
名
、
昼
間
の
連
絡
先
の

電
話
番
号
を
記
入
の
上
申
込
み

 

※
申
込
み
の
際
に
は
写
真
を
送
付

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
期
限
 
11
月
30
日
㈫

 

〒
８
７
７-

８
６
０
１

︵
住
所
記
載
不
要
︶ 
広
報
室

☎
 
８
６
２
７
︵
市
役
所
６
階)

 

  

市
で
は
、
雇
用
拡
大
や
地
域
産

業
の
活
性
化
を
目
的
に
、
市
外
か

ら
の
新
た
な
企
業
誘
致
に
向
け
て
、

企
業
関
係
者
の
情
報
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

 

﹁
企
業
関
係
者
﹂
と
は

  

皆
さ
ん
の
家
族
・
親
戚
・
友
人

等
で
、
製
造
業
な
ど
︵
製
造
業
、

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
業
、
道
路

貨
物
運
送
業
及
び
そ
れ
ら
に
関
連

す
る
学
術
的
・
開
発
的
研
究
機
関
︶

に
従
事
し
て
い
る
方
で
す
。

 

■
情
報
提
供
の
方
法

 
左
記
に
連
絡

 

※
集
ま
っ
た
情
報
を
確
認
し
た
後
、

市
か
ら
企
業
や
関
係
者
へ
企
業

立
地
の
提
案
等
を
行
い
ま
す
。

 

企
業
立
地
推
進
課
企
業
立
地
推

進
係

 

☎
 
８
３
１
３
︵
市
役
所
７
階)

     

﹁
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
﹂
と
は

 

 
都
道
府
県
が
、
長
期
的
に
都
市

の
将
来
像
を
明
確
に
す
る
た
め
、

都
市
計
画
区
域
で
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
的
な
方
針
を
示
す
も
の
で

す
。
大
分
県
で
は
、
平
成
16
年
４

月
に
、
県
内
の
18
都
市
計
画
区
域

ご
と
に
こ
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。

  

策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
現

在
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
着
手
し

て
お
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

い
た
だ
く
た
め
見
直
し
素
案
を
縦

覧
し
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

素
案
の
縦
覧

 

■
と
き
 
11
月
８
日
㈪
～
22
日
㈪

  

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

 ︵
平
日
の
み)

 

■
と
こ
ろ
 
市
役
所
５
階
都
市
整

備
課
、
大
分
県
都
市
計
画
課

 

公
聴
会

 

 
意
見
の
申
出
者
が
い
な
い
場
合

は
、
公
聴
会
を
中
止
し
、
そ
の
旨

を
大
分
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。

 

■
と
き

 

 
12
月
６
日
㈪
 
午
後
７
時
～

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
７
階
中
会
議
室

 

※
公
聴
会
で
意
見
の
申
出
を
希
望

す
る
場
合
は
、
11
月
22
日
ま
で

に
﹁
公
述
申
出
書
﹂
を
縦
覧
場

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
公
聴
会
の
傍
聴
受
付
は
、
公
聴
会

開
始
の
30
分
前
か
ら
行
い
ま
す
。

 

大
分
県
都
市
計
画
課

☎
０
９
７-

５
０
６-

４
６
５
９

 

都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

☎
 
８
２
１
７
︵
市
役
所
５
階)

    

■
と
き
 
11
月
17
日
㈬

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

 

■
公
売
予
定
物
件
 
レ
コ
ー
ド
等

 

※
公
売
物
件
は
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

 

■
申
込
方
法
 
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
み

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

h
ttp

://k
o
u
b
a
i.a

u
c
tio

n
s.y

a

h
o
o
.c

o
.jp

/

 

※
公
売
す
る
動
産
を
直
接
確
認
で

き
る
の
は
、
下
見
会
の
み
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
公
売
物
件
は

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

税
務
課
納
税
係

 
☎
 
８
２
０
５
︵
市
役
所
１
階)

   

堆
肥
販
売
 

 

■
予
約
受
付
日

 

 
11
月
10
日
㈬
～
12
日
㈮

 

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

 

※
必
ず
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
生
産
に
合
わ
せ
て
、
予
約

受
付
順
に
販
売
の
連
絡
を
行
い

ま
す
。

 

■
内
容
 
袋
詰
め
堆
肥
一
袋
15
キ

ロ
︵
一
人
20
袋
ま
で
︶

 

■
成
分
 
窒
素
2.2
％
、
リ
ン
4.5
％
、

カ
リ
ウ
ム
0.3
％

 

■
販
売
手
数
料
 
１
袋
50
円

 

液
肥
配
付
︵
無
料
︶

 

 
堆
肥
を
作
る
前
の
液
体
肥
料
で

す
。
３
～
５
倍
に
薄
め
て
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

 

■
配
付
方
法
 
ポ
リ
容
器
等
を
持

参
︵
随
時
配
付
︶

 

※
大
量
に
必
要
な
場
合
は
、
事
前

に
連
絡
が
必
要
で
す
。

 

■
成
分
 
窒
素
0.29
％
、
リ
ン
0.1
％
、

カ
リ
ウ
ム
0.1
％
 

 

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン
タ
ー

☎
 
５
８
１
１

  

 
こ
の
手
帳
は
、
大
分
県
統
計
協

会
が
発
行
す
る
県
民
手
帳
に
日
田

市
の
情
報
を
加
え
た
も
の
で
す
。

 
購
入
を
希
望
す
る
方
は
、
自
治

会
長
︵
班
回
覧
で
取
り
ま
と
め
︶

又
は
左
記
、
各
振
興
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

■
価
格
 
１
冊
６
０
０
円

 

 
企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・

統
計
係

 
☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階)

問 問

問

問

問問

﹁
広
報
ひ
た
﹂
お
誕
生
日
お
め

で
と
う
の
コ
ー
ナ
ー
申
込
受
付

企
業
関
係
者
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い

堆
肥
の
販
売
・
液
肥
の
無
料
配
付

平
成
23
年
版

市
民
手
帳
の
販
売

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 
 
 
 
 
公
売
物
件
下
見
会

日
田
市
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
向
け
て

素
案
の
縦
覧
、
公
聴
会
を
開
催

お
知
ら
せ
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11
月
は
平
成
22
年
８
月
か
ら
10

月
ま
で
の
福
祉
手
当
支
給
月

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

  
現
在
、
第
２
工
区
の
日
田
市
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
︵
日
田
市
地

域
情
報
基
盤
整
備
事
業
︶
の
加
入

促
進
期
間
で
す
。

 

 
加
入
促
進
期
間
内
︵
平
成
23
年

１
月
31
日
ま
で
︶
に
申
込
み
を
す

る
と
、
加
入
金
４
万
円
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
加
入
を
希
望
す
る
方
は
、

早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

情
報
課
地
域
情
報
係

 

 
☎
 
８
２
２
９
︵
市
役
所
６
階)

   

 
大
分
県
で
は
、
市
内
で
が
け
崩

れ
や
土
石
流
な
ど
、
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
箇
所
の

現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

 
こ
れ
は
、
土
砂
災
害
の
被
害
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
る
範
囲
を
指

定
し
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

の
重
要
な
調
査
で
す
。

 

■
平
成
22
年
度
調
査
箇
所

 

 
鶴
城
町
・
中
尾
町
自
治
会

 

※
調
査
時
に
は
、
や
む
を
得
ず
民

家
の
裏
な
ど
に
一
時
的
に
立
ち

入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

日
田
土
木
事
務
所
建
設
課

 

☎
 
２
１
４
１
︵
大
分
県
日
田

総
合
庁
舎
内)

   

 

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

日
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催

 

 
11
月
14
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

 

 
 
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

 

※
問
診
結
果
等
に
よ
っ
て
は
、
献

血
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 
※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

方
、
70
歳
以
上
の
方
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

 

※
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以

外
の
方
は
、
受
付
時
に
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内
︶

 

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階)

    

  

福
祉
手
当
と
は
、
特
別
障
害
者

手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過

的
福
祉
手
当
が
あ
り
、
精
神
又
は

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た

め
に
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別
の

介
護
を
要
す
る
方
に
手
当
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

 

■
振
込
日
 
11
月
10
日
㈬

 

※
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
手
当
が

支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

 

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転

出
し
た

 

・
病
院
等
︵
診
療
所
及
び
介
護
老

人
保
健
施
設
を
含
む
︶
に
３
か

月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

 

・
福
祉
施
設
︵
介
護
老
人
福
祉
施

設
や
障
が
い
者
の
援
護
施
設
な

ど
︶
に
入
所
し
た

 

・
経
過
的
福
祉
手
当
受
給
者
が
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
よ

う
に
な
っ
た

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

 
☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

    
■
対
象
者
 
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
６
月
16
日
現
在
、
日

本
国
籍
を
有
す
る
存
命
者

 

※
対
象
者
の
方
に
は
、
請
求
書
類

を
送
付
し
ま
す
。

 

■
請
求
受
付
期
限

  

平
成
24
年
３
月
31
日

 

※
請
求
書
類
が
届
い
て
い
な
い
場

合
や
給
付
金
の
請
求
に
関
す
る

詳
細
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
︶

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階) 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
事
業
部

☎
０
５
７
０-

０
５
９-

２
０
４

 

︵
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

☎
０
３-

５
８
６
０-

２
７
４
８)

 
日
本
年
金
機
構
で
は
、
過
去
２

年
間
の
国
民
年
金
加
入
期
間
で
、

保
険
料
納
付
の
確
認
が
で
き
な
い

期
間
が
あ
る
場
合
、
次
の
委
託
事

業
者
か
ら
納
付
の
ご
案
内
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

■
委
託
事
業
者

 
㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
︵
福
岡
県
北
九
州
市
︶

 

 
☎
０
１
２
０-

２
１
７-

７
３
６

 

■
案
内
方
法 

 
電
話
、
文
書
の
送

付
、
戸
別
訪
問

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階)

 

日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

☎
 
６
１
７
４

 
自
立
の
た
め
の
安
定
し
た
就
業

を
目
的
に
資
格
取
得
を
目
指
す
母

子
家
庭
の
お
母
さ
ん
に
、
次
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

■
対
象
 
市
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
方
又
は
同
等
の
所

得
水
準
の
方

 

高
等
職
業
訓
練
促
進
費
事
業

  

看
護
師
︵
准
看
護
師
︶
、
介
護

福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
の
資
格
を
取
得
す
る

場
合
︵
２
年
以
上
の
養
成
期
間
が

必
要
︶
、
修
業
期
間
中
に
支
給
し

ま
す
。

 

■
支
給
額

 

・
課
税
世
帯
の
場
合

 

 
 
 
 
月
額
７
万
５
０
０
円

 

・
非
課
税
世
帯
の
場
合

 

 
 
 
 
月
額
14
万
１
０
０
０
円

 

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

 

 
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
制

度
の
指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講

し
た
場
合
に
支
給
し
ま
す
。

 

■
支
給
額

 
受
講
料
の
２
割
相
当
︵
４
０
０

１
円
以
上
10
万
円
以
内
︶

 

※
い
ず
れ
も
、
こ
れ
か
ら
受
講
す

る
方
が
対
象
で
す
。
希
望
す
る

方
は
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

問

問

問

問

問

問
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

基
礎
調
査
の
実
施

加
入
申
込
み
は
 
お
早
め
に
！

日
田
市
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

母
子
家
庭
自
立
支
援
事
業

 
 
 
 
 
給
付
金
の
ご
案
内

問
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
案
内

を
民
間
委
託
で
実
施

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金

保
健
・
福
祉

各小中学校へ

 

 一般寄附 ３件

 香典返し １件

寄附のお礼
（９月分）
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くらしの情報

 
■
と
き
 
11
月
11
日
㈭

  
午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
３
階
３
０
４
会
議
室

 

■
内
容
 
認
知
症
関
連
事
業
の
状

況
説
明
、
意
見
交
換
な
ど

 

■
対
象
 
在
宅
で
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
や
介
護
者
等

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
11
月
９
日
㈫

 

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
 
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階) 

      

■
と
き
 
11
月
14
日
㈰

  

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ
 
中
央
児
童
館

 

■
内
容
 
﹁
子
育
て
ト
ー
ク
﹂

 

・
講
師
 
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大

学
部
幼
児
教
育
学
科
准
教
授 

  

小
崎
恭
弘

氏

 

■
対
象
 
子
育
て
中
︵
予
定
︶
の

夫
婦
、
学
生
、
一
般
の
方
等

 

■
募
集
数
 
50
人
︵
先
着
順
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

※
無
料
託
児
有
り
︵
事
前
に
申
込

み
が
必
要
︶

 

■
申
込
方
法
 
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
、
電
話
又
は
直
接
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
み

 

※
申
込
書
は
、
こ
ど
も
未
来
室
、

淡
窓
図
書
館
、
各
児
童
館
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
保
育

園
・
幼
稚
園
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

※
申
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

 

 
〒
８
７
７-

８
６
０
１
︵
住
所

記
載
不
要
︶

 

 
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

 
 
☎
 
８
３
１
７
︵
市
役
所
１
階) 

 

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
８
２
５
８

   

■
募
集
す
る
住
宅
・
空
家
戸
数
 

 

・
友
田
住
宅
︵
光
岡
地
区
︶

 
１
戸
、
単
身
可

 

・
城
内
住
宅
︵
桂
林
地
区
︶

 
１
戸
、
単
身
可

 

■
入
居
資
格

 

※
既
に
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
は
、
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

 

①
特
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
︵
持

ち
家
の
あ
る
方
は
申
込
み
不
可)

②
市
県
民
税
の
滞
納
が
な
く
、
こ

れ
ま
で
に
市
・
県
営
住
宅
の
明

渡
し
申
請
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方

③
収
入
が
基
準
額
を
超
え
な
い
方

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

 

■
申
込
方
法
 
11
月
１
日
か
ら
備

え
付
け
て
い
る
申
込
用
紙
で
申

込
み

 

■
申
込
期
間

 

 
11
月
８
日
㈪
～
12
日
㈮

 

 
午
前
９
時
15
分
～
午
後
５
時

 

 
︵
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
︶

 

■
公
開
抽
選
日
・
場
所

 
12
月
１
日
㈬ 

 
午
前
10
時
～

 
  

大
分
県
日
田
総
合
庁
舎
４
階

 
東
会
議
室

 

大
分
県
住
宅
供
給
公
社
日
田
駐

在
所
︵
日
田
土
木
事
務
所
内
︶

 

☎
 
２
４
８
０

    

■
と
き

①
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
科

  

12
月
６
日
㈪
～
平
成
23
年
５
月

31
日
㈫

  

月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午

後
３
時
30
分

②
Ｗ
ｅ
ｂ
開
発
科

 
12
月
１
日
㈬
～
平
成
23
年
３
月

31
日
㈭

 
 
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ひ
た
︵
田
島
３
丁

目
︶

 

■
受
講
内
容
 

①
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
習
得
し
、
Ｗ

ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
知
識
を
習

得
す
る
。

②
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
の
基

礎
習
得
か
ら
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成

実
習
を
行
い
、
実
務
に
対
応
で

き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
製
作

者
を
目
指
す
。

 

■
受
講
資
格
 
公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
申
込
み
を
行
い
、
受
講

す
る
こ
と
が
就
職
の
促
進
に
つ

な
が
る
と
判
断
さ
れ
た
方
︵
原

則
と
し
て
雇
用
保
険
を
受
給
で

き
な
い
方
︶

 

※
過
去
１
年
以
内
に
公
共
職
業
訓

練
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
方

 

■
募
集
数
 
各
20
人

 

■
受
講
料
 
無
料
︵
②
の
み
テ
キ

ス
ト
代
１
万
円
程
度
が
別
途
必

要
︶

 

■
選
考
日
︵
筆
記
試
験
、
面
接
︶

①
11
月
12
日
㈮

 

②
11
月
15
日
㈪

 

■
申
込
方
法

 
左
記
窓
口
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限

①
11
月
11
日
㈭

 

②
11
月
12
日
㈮

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

☎
 
８
６
０
９

      

■
と
き
 
11
月
17
日
㈬

 

 
午
前
10
時
30
分
～

 

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
調
理
室

 
■
募
集
数
 
20
人
︵
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
︶

 

■
参
加
費
 
無
料

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
11
月
８
日
㈪

 

農
産
物
流
通
対
策
室

☎
 
８
２
２
４
︵
市
役
所
３
階) 

■
と
き
 
11
月
26
日
㈮

 

 
午
前
８
時
50
分
市
役
所
北
側
玄

関
前
集
合
︵
午
後
３
時
30
分
ご

ろ
終
了
予
定
︶

 

■
と
こ
ろ
︵
見
学
先
︶

 
㈱
ト
ラ
イ
・
ウ
ッ
ド
︵
木
質
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
︶
、
鯛
生
小

水
力
発
電
所
、
㈱
九
州
ウ
ッ
ド

マ
テ
リ
ア
ル
︵
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
︶

 

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

  

■
参
加
費

 

 
１
０
０
０
円
程
度
︵
昼
食
代
︶

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
11
月
19
日
㈮

 

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
企
画

推
進
係

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

問

問

問

問

問 問

在
宅
介
護
者
の
集
い

県
営
住
宅
 
入
居
者
募
集

講
座
受
講
生
募
集

米
粉
料
理
教
室

パ
パ
の
子
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー

 
 
 
 
 
 
 
参
加
者
募
集

ひ
た
市
民
環
境
会
議
エ
ネ
ル
ギ

ー
部
会
主
催
 
市
民
環
境
講
座

﹁
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
現
地
見
学
会
﹂

募
 
集

講
座
・
教
室
・
講
演
会

こ

ざ
き
や
す
ひ
ろ
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第
26
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

第
30
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

防
災
講
演
会

   
■
と
き 

 
11
月
13
日
㈯

 
午
後
１
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
ホ
ー
ル

 

■
内
容
 
地
震
に
対
す
る
備
え
、

災
害
時
の
避
難
所
対
策
な
ど

 

■
入
場
料
 
無
料

 

総
務
課
防
災
危
機
管
理
係

☎
 
８
２
０
１
︵
市
役
所
４
階)

 

■
と
き
 
11
月
21
日
㈰

 

 
午
前
10
時
開
会
・
ス
タ
ー
ト

 ︵
小
雨
決
行
︶

 

■
と
こ
ろ

 

 
旧
花
月
小
学
校
運
動
場

 

■
内
容
 
旧
花
月
小
学
校
か
ら
伏

木
公
園
ま
で
の
約
1.3
km
、
石
畳

道
を
歩
き
な
が
ら
石
坂
修
治
碑
、

茶
屋
跡
な
ど
を
見
学

 

※
会
場
で
は
、
お
に
ぎ
り
等
の
販

売
や
ラ
ッ
キ
ー
く
じ
抽
選
会
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

 

※
昨
年
参
加
さ
れ
た
方
は
、
参
加

ス
タ
ン
プ
券
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

 

 
﹁
石
坂
石
畳
道
﹂
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
花
月
地
区
実
行
委
員
会
︵
三

花
公
民
館
内
︶

 
☎
 
９
１
４
４

■
と
き
 
11
月
21
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ
 
東
有
田
公
民
館
、
公

民
館
裏
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

 

■
内
容
 
書
画
等
の
創
作
展
示
、

芸
能
発
表
、
園
芸
品
展
示
、
バ

ザ
ー
等

 

 
東
有
田
公
民
館

 
☎
 
８
１
４
１

   

■
と
き
 
11
月
21
日
㈰

 

 
午
前
９
時
30
分
～

 

■
と
こ
ろ

 

 
夜
明
小
学
校
体
育
館
・
運
動
場

 

■
内
容
 
芸
能
披
露
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
さ
せ
ぼ
祭
り
、
農
産
物

即
売
会
、各
種
バ
ザ
ー
な
ど

 

夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会

︵
夜
明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
︶

☎
 
２
１
２
１

   

■
と
き
 
11
月
21
日
㈰

 

 
午
前
９
時
15
分
～

 

■
と
こ
ろ
 
中
津
江
ホ
ー
ル

 

■
内
容
 

 
新
鮮
野
菜
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台

村
、
抽
選
会
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

 

※
無
料
送
迎
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

 

・
日
田
市
役
所
発
会
場
行
き

 

 
午
前
10
時
30
分

 

・
会
場
発
日
田
市
役
所
行
き

 

 
午
後
２
時
45
分

 

中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実

行
委
員
会
︵
中
津
江
振
興
局
内) 

☎
 
３
１
１
１

      

■
と
き
 
11
月
10
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
３
階
３
０
２
会
議
室

 

■
相
談
員
 
保
健
師

 

■
相
談
内
容
 
不
眠
、
食
欲
減
退

な
ど
、
こ
こ
ろ
と
体
に
関
す
る

相
談

 

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
 
８
２
９
０
︵
市
役
所
１
階)

    
■
と
き
 
11
月
11
日
㈭

  

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

 

■
対
象
者
 
原
則
、
中
津
児
童
相

談
所
へ
の
来
所
が
困
難
な
児
童

及
び
保
護
者

 

■
申
込
方
法
 
大
分
県
中
津
児
童

相
談
所
︵
☎
０
９
７
９-
２
２-

２
０
２
５
︶
、
大
分
県
西
部
保

健
所
健
康
安
全
企
画
課
︵
☎
 

３
１
３
３
︶
又
は
こ
ど
も
未
来

室
家
庭
支
援
係
に
事
前
に
電
話

で
申
込
み
︵
要
予
約
︶

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 
☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

   

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
11
月
15
日
㈪
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
前
津
江
公
民
館

 

・
11
月
17
日
㈬
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
天
瀬
公
民
館
東
渓
分
館

 

 
 
上
津
江
公
民
館

 

・
11
月
19
日
㈮
 
午
前
９
時
～
正
午

 

 
 
大
山
振
興
局
会
議
室

 

・
11
月
25
日
㈭

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

 
 
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

 

■
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

 

■
相
談
内
容
 
各
官
公
庁
に
対
す

る
意
見
・
要
望
や
悩
み
ご
と
な
ど

 

市
民
課
３
日
以
内
窓
口

☎
 
８
２
３
３
︵
市
役
所
１
階)

 

天
瀬
振
興
局
 
☎
 
８
２
０
１

 

大
山
振
興
局
 
☎
 
３
１
０
１

 

前
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
１
１
１

 

上
津
江
振
興
局
 
☎
 
２
０
１
１

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

 
毎
週
木
曜
日

 

 
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

 
 
法
務
局
日
田
支
局

 

■
相
談
員
 
人
権
擁
護
委
員
又
は

法
務
局
職
員

 
■
相
談
内
容
 
近
隣
問
題
、
相
続
、

離
婚
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の

法
律
及
び
人
権
侵
害
問
題
な
ど

 

大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

☎
 
２
７
１
９

■
と
き
 
11
月
16
日
㈫

 

 
午
後
２
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
大
分
県
西
部
保
健
所

１
階
診
察
室

 

■
相
談
員
 
専
門
医
師
、
保
健
師

 

■
相
談
内
容
 
認
知
症
や
う
つ
病

等
に
お
悩
み
の
方
や
そ
の
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医

療
相
談
︵
事
前
に
電
話
で
予
約

が
必
要
で
す
︶

 

大
分
県
西
部
保
健
所

 

☎
 
３
１
３
３

   

■
と
き
 
11
月
25
日
㈭

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
ウ
ェ
ル
ピ
ア
１
階
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
財
産
、
金
銭
貸
借
、

離
婚
等
、
法
律
に
か
か
わ
る
こ
と

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要

で
す
。

 

■
予
約
開
始
日
 
11
月
８
日
㈪

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
 
７
０
２
６

問

問

問

問

問

問

問

問

問 問

日
田
地
区
中
津
児
童
相
談
所

移
動
相
談
会
 
 
 
 
無
料

精
神
保
健
福
祉
相
談

︵
こ
こ
ろ
の
相
談
日
︶ 
 
無
料

第
13
回
日
田
往
還
﹁
石
坂
石
畳
道
﹂

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

相
 
談

こ
こ
ろ
と
体
の
健
康
相
談
 無
料

定
例
行
政
相
談
 
 
 
 
無
料

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
 
無
料

問
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
 
無
料

第
29
回
東
有
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

イ
ベ
ン
ト
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くらしの情報

■
と
き
 
11
月
26
日
㈮

 

 
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
受
付

 

■
と
こ
ろ
 
ウ
ェ
ル
ピ
ア

 

■
相
談
員
 
医
師
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
、
保
育
士
、
臨
床

心
理
士
、
保
健
師

 

■
相
談
内
容

 

・
子
ど
も
の
動
き
が
激
し
い
、
こ

だ
わ
り
が
強
い
、
友
達
と
う
ま

く
遊
べ
な
い
な
ど
、
発
達
や
か

か
わ
り
方
に
関
す
る
相
談

 

・
発
音
が
お
か
し
い
、
言
葉
が
遅

れ
て
い
る
な
ど
、
言
葉
に
関
す

る
相
談

 

・
子
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
に
関

す
る
相
談

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
11
月
17
日
㈬

 

地
域
保
健
課
健
康
支
援
係

 

☎
 
３
０
０
０︵
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
︶

  

ひ
た
酪
農
ミ
ル
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
０

 

□
と
き
 
11
月
７
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

 

□
と
こ
ろ
 
日
田
イ
ン
タ
ー
横
広

場
︵
中
川
家
具
横
︶

□
内
容
 
体
験
コ
ー
ナ
ー
︵
搾
乳
、

哺
育
、
バ
タ
ー
作
り
︶
、
食
べ

物
コ
ー
ナ
ー
な
ど

 

□
問
い
合
わ
せ
 
ひ
た
酪
農
村
実

行
委
員
会
︵
小
埜
︶
／

 
☎
０
９
０-

９
０
７
３-

６
０
５
３

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 

 
 
 
︱
晩
秋
の
川
辺
り
散
策
︱

 

□
と
き
︵
小
雨
決
行
︶

 

 
11
月
７
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
受
付
開
始

 

□
集
合
場
所

 

 
三
隈
川
公
園
︵
朝
霧
の
館
横
︶

 
※
駐
車
場
は
、
朝
霧
の
館
下
側
の

河
川
敷
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

□
内
容
 
三
隈
川
河
川
敷
な
ど
約

６
キ
ロ
を
歩
く
︵
午
前
中
で
終

了
予
定)

 

□
参
加
費
 
小
学
生
以
上
２
０
０

円
︵
保
険
料
含
む
︶

 

□
問
い
合
わ
せ
 
日
田
市
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
︵
財
津
︶
／

 

 
☎
 
５
５
０
７

 

日
田
駅
前
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

□
と
き
 
11
月
14
日
㈰
 
午
前
10

時
～
午
後
３
時
︵
雨
天
中
止
︶

 

□
と
こ
ろ
 
日
田
駅
前
広
場

 

□
参
加
費
 
１
ブ
ー
ス
に
付
き
、

 

 
３
０
０
円
︵
高
校
生
以
下
無
料)

 

□
問
い
合
わ
せ

 

 
日
田
プ
レ
イ
ス
︵
西
岡
︶／

 
☎
０
９
０-

８
８
３
３-

２
３
１
９

  

第
37
回
﹁
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク

10
﹂
in
ひ
た

 

□
と
き
︵
雨
天
決
行
︶

 

 
11
月
14
日
㈰

 

 
午
前
10
時
～
午
後
１
時
︵
予
定)

 

※
午
前
９
時
30
分
集
合

 

□
と
こ
ろ
 
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
︵
市
内
を
10
キ
ロ
歩
行)

 

□
対
象
 
年
齢
を
問
わ
ず
10
キ
ロ

歩
行
が
可
能
な
方
︵
車
い
す
の

方
等
も
歓
迎
︶

 

□
募
集
数
 
１
０
０
人
︵
予
定
︶

 

□
参
加
費
 
大
人
・
大
学
生
５
０

０
円
、
中
学
・
高
校
生
３
０
０

円
、
小
学
生
以
下
１
０
０
円

 

※
傷
害
保
険
料
、
運
営
費
を
含
む

 

□
問
い
合
わ
せ

 

 
昭
和
学
園
高
校
︵
坂
本
・
五
島)

／
☎
 
８
７
３
７

 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
実
技
講
習
会

 

 
自
動
車
を
運
転
し
な
が
ら
、
環

境
や
家
計
に
優
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

 
□
と
き
 
11
月
14
日
㈰

 
 
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

 

□
と
こ
ろ

 

 
日
田
自
動
車
学
校
︵
桃
山
町
︶

 

□
講
師
 
Ｊ
Ａ
Ｆ
大
分
支
部

 
原
田
幹
男 

氏

 

□
参
加
費
 
５
０
０
円
︵
昼
食
代)

 

□
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

□
申
込
期
限
 
11
月
10
日
㈬

 

□
問
い
合
わ
せ
 
ひ
た
地
球
温
暖

化
防
止
協
議
会
︵
甲
斐
︶
／

 
☎
０
９
０-

３
８
８
３-

１
９
２
７

 

女
性
と
女
児
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
バ
ザ
ー
、
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

 

□
と
き
 
11
月
14
日
㈰
 
午
前
10

時
～
︵
無
く
な
り
次
第
終
了
︶

 

□
と
こ
ろ
 
は
た
の
歯
科
医
院
駐

車
場
︵
豆
田
町
︶

 

□
内
容
 
食
料
品
、
衣
料
品
、
日

用
品
な
ど
多
数

 

□
問
い
合
わ
せ
 
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
日
田
︵
井
上
︶／

 
☎
 
２
２
０
４

 

大
分
県
理
学
療
法
士
協
会

 

公
開
講
座
﹁
つ
ら
い
肩
こ
り
楽
に

し
ま
せ
ん
か
？
﹂

 

□
と
き
 
11
月
14
日
㈰

 

 
午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

□
と
こ
ろ
 
総
合
体
育
館
柔
道
場

 

□
講
座
名
 
五
十
肩
解
消
法

 

□
講
師
 
㈳
大
分
県
理
学
療
法
士

協
会
会
長
 
河
野
礼
治 

氏

 

□
参
加
費
 
無
料

 

□
問
い
合
わ
せ
 
大
分
県
理
学
療

法
士
協
会
︵
久
恒
︶／

  

☎
 
８
７
５
１
︵
済
生
会
日
田

病
院
内
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

 

平
成
23
年
度
日
田
准
看
護
学
院

 

 
 
 
 
生
徒
募
集
︵
一
次
募
集)

 

□
試
験
日
 
12
月
５
日
㈰

 

□
と
こ
ろ
 
日
田
市
医
師
会
講
堂

 
□
受
験
資
格
 
中
学
校
卒
業
以
上

 
□
試
験
科
目
 
国
語
、
数
学
、
作
文

 

□
募
集
数
 
30
人

 

□
願
書
受
付
期
限
 
11
月
30
日
㈫

︵
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
︶

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

□
問
い
合
わ
せ
︵
申
込
先
︶
 

 
日
田
准
看
護
学
院
／

 
☎
 
８
８
３
６

歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ

ョ
ー
 
出
演
者
大
募
集

 

□
と
き
 
12
月
５
日
㈰

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
、
大
山
町
中
央
公

民
館

 

□
参
加
資
格
 
芸
能
や
特
技
の
あ

る
方
、
グ
ル
ー
プ
で
の
出
し
物

な
ど
、
年
齢
等
に
関
係
な
く
幅

広
く
募
集

 

□
募
集
数
 
20
グ
ル
ー
プ
程
度

 

□
申
込
期
限
 
11
月
19
日
㈮

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
左
記

又
は
各
支
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

□
問
い
合
わ
せ
︵
申
込
先
︶

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
 
７
０
２
６

問
の
び
の
び
発
達
相
談
︵
こ
ど
も

の
発
達
相
談
会
︶
 
 
 
無
料

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

ひ
さ
つ
ね

さ
く

ほ

広報

次回は

11月15日号
11月15日㈪に発送します。
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第１号被保険者→年金事務所
第３号被保険者→配偶者の勤務先
            
            
市役所
           
            

配偶者の勤務先            
            

市役所            
            

配偶者の新しい勤務先            
            

年金事務所
            
年金事務所

            
市役所又は年金事務所

            
            
市役所又は年金事務所
            
            
第１号被保険者期間のみ→市役所
第３号被保険者期間を含む→年金事務所
           
初診日に第１号被保険者→市役所
初診日に第３号被保険者→年金事務所
20歳前に障がいになった場合→市役所
            
            
            
市役所又は年金事務所            
            

国民年金の加入            
            

国民年金の加入
（被扶養配偶者も同様）
           
            
第３号被保険者への種別変更
            
            
第３号被保険者から第１号被保険者
への種別変更
            
            
引き続き第３号被保険者となる手続 
           
            
再交付
            
納付書の再発行の申出
            
全額、４分の３、半額、４分の１免
除又は納付猶予の申請
            
            
学生納付特例の申請

            
            
老齢基礎年金の請求

            
            
障害基礎年金の請求
            
            
            
死亡届、未支給年金・遺族基礎年金
・寡婦年金・死亡一時金等の請求            

20歳になった

       
       
会社を退職した
       
       
結婚や退職等で配偶者の
扶養になった
       
       
配偶者の扶養から外れた

       
       
配偶者が会社を変わった
       
       
年金手帳を無くした
       
納付書を紛失した

       
保険料を納めるのが困難
       
       
学生で保険料を納めるの
が困難
       
       
65歳になった

       
       
障がいの状態になった

       
       
       
死亡した       
       

届出時期 手続方法 届出先

【問い合わせ】社会保険課国保・年金係   ☎２２－８２７１（市役所１階）

       日本年金機構日田年金事務所 ☎２２－６１７４

 国民年金保険料を納めた期間や免除期間などを合算して原則25年
以上ある方が、65歳から受けることができます。 
  
 国民年金加入中に、病気やけがによって障害等級表（１級・２級）
に定める障がいの状態になった場合に受けることができます。ただ
し、国民年金保険料を一定期間以上納めていることが条件です。
 また、20歳以前（国民年金に加入する前）の病気やけがで障がい
の状態になった場合も、障害基礎年金が支給されます。
   
                
 国民年金に加入している方等が亡くなったとき、その方が生計を
維持していた次の遺族が受けられます。（ただし、亡くなった方が保
険料を一定期間以上納めていることが条件）
・亡くなった方の子どもと生計を同一にしている妻
・亡くなった方の子ども
※いずれの場合も、子どもが18歳に達する年度末（３月31日）まで
 受けることができます。また、子どもが障がいの状態にある場合
 は、20歳に達するまで受けることができます。
※子どもに対する遺族基礎年金は、妻が受けている間は支給停止さ
 れます。

・40年間すべて納めた
 場合の満額
    
 792,100円

・１級障害
    
 990,100円
・２級障害
    
 792,100円

    

・妻が受給（子１人) 
 
 1,020,000円
    
・子が受給 
   
 792,100円

老齢基礎年金

障害基礎年金

遺族基礎年金

内容年金の種類 年金額

※老齢基礎年金は、希望により65歳になる前や65歳を過ぎてからでも請求することができます。

国民年金の届出が必要なときはどんなとき？

国民年金で受けられる年金にはどんなものがある？

 すべての国民は、共通して基礎年金を受けることができます。（年金を受けるには請求手続が必要です）

（平成22年４月現在）
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環境に
ついて
考える

  美しい水郷ひたづくりを目指して
 

水
郷
ひ
た
づ
く
り
全
住
民
一
斉
清
掃

 
10
月
３
日
、
市
内
の
各
自
治
会
で
一

斉
清
掃
が
行
わ
れ
、
約
１
万
人
の
方
に

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

  

こ
の
取
組
は
、
日
田
市
ポ
イ
捨
て
等

の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
施
行
か
ら
１

年
が
経
過
し
、
更
な
る
啓
発
・
美
化
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も
の

で
す
。
来
年
以
降
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

美
し
い
﹁
水
郷
ひ
た
﹂
づ
く
り
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

               

不
法
投
棄
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

 

 
10
月
３
日
の
一
斉
清
掃
の
日
に
、
大

分
県
建
設
業
協
会
日
田
支
部
、
大
分
県

産
業
廃
棄
物
処
理
業
協
会
日
田
・
玖
珠

支
部
の
協
力
で
、
市
内
５
箇
所
の
不
法

投
棄
物
約
３
ト
ン
を
撤
去
し
ま
し
た
。

 

 
市
内
で
は
、
ま
だ
ま
だ
不
法
投
棄
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
地
域
全
体
で
監
視
し
、

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
が

重
要
で
す
。

 

※
不
法
投
棄
に
は
、
５
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。 

      

粗
大
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施

 

 
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
持
ち
込
ま
れ

た
ま
だ
利
用
で
き
る
家
具
な
ど
の
引
取

り
を
募
集
し
、
多
く
の
申
込
み
が
あ
り

ま
し
た
。

 

 
抽
選
の
結
果
、
約
20
点
の
家
具
な
ど

を
無
料
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 ︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

生
活
環
境
課
企
画
管
理
係

☎
 
８
２
０
８
︵
市
役
所
２
階
︶

半年ぶりに再会した仲間たちと交流

６

   ｢緑のふるさと協力隊」では、活

動 期間の折り返しとなる９月に中間

研修が行われます。９月の初めにそ

の会場となる東京代々木に行ってき

ました。全国44の市町村に派遣さ

れている53人の仲間たちと再会し、

それぞれの活動先での出来事、日々思うことを毎晩

遅くまで語り合う、密度の濃い３日間となりました。

  また、この機会を利用して、神奈川県川崎市の実

家にも帰省しました。初めての一人暮らしというこ

とで、当初は両親とも心配していたようですが、あ

ちこちのお宅でいただいた食べ物と度重なる草刈り

のおかげでしょうか・・・日田に来る前と比べて若

干太くなった二の腕を見せると、どうやら安心した

様子でした。

  一週間ほどで中津江に戻ってきましたが、都心の

ムッとするような熱気とはまるで違う津江の涼しげ

な空気に安堵感を覚えたのは、自分でも意外でした。

  ちょうど夏から秋への季節の変わり目に帰ってき

たということも理由の一つなのでしょうが、何より

もこの半年ほどで身体がすっかり中津江の気候にな

じんでしまったようなのです。

  これまでの僕にとって、非日常だった山での草刈

りや作物の収穫などが日常となっている。その不思

議な感覚を楽しみながら、残りの期間も充実した活

動が行えるよう頑張っていきたいと思います。

                 （次号へ続く）

不法投棄出発式の様子

各自治会で一斉清掃を実施
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パトリア

パトリア日田11・12月の催し（貸館分）※その他の催しなど詳細は、お問い合わせください。

 小林道夫と佐藤俊介デュオリサイタル

山形由美withピアノ弦楽五重奏コンサート

12月12日㈰

平成23年１月９日㈰

公演日公演名

前売り券発売中

前売り券発売中

チケット状況

チケット
情報

パトリア

問い合わせ入場料とき・開演時間催事名

【問い合わせ】文化振興課（パトリア日田内） ☎ ２５－５０００ FAX ２５－５００1

第35回大分県立日田三隈高等学校
ギターマンドリンクラブ定期演奏会

 第27回
大正琴発表会

 
中野振一郎
チェンバロリサイタル

 市民公開講座 肝臓病のお話

 第58回日田ルーテル幼稚園
クリスマス祝会

 三隈幼稚園 第85回お遊戯会

 
二葉百合子さよなら公演

 多賀歌謡教室
カラオケ発表会

 角笛シルエット劇場

 第11回全日本大正琴フェスティバル
九州大会in日田

11月12日㈮
午後６時30分

 11月12日㈮
午後６時

 11月19日㈮
午後６時30分

 11月20日㈯
午後２時

 11月21日㈰
午前９時30分

 11月23日㈷
午前９時30分

 11月24日㈬
午後２時、午後６時

 11月28日㈰
午前11時

 12月３日㈮
午前10時30分
午後１時30分

 12月10日㈮
午後６時

500円
（中学生以上）

無料

 一般3,000円
75歳以上2,000円

高校生以下1,500円

 無料

 無料

 無料

 Ｓ席6,500円
Ａ席5,500円
(全席指定)

 無料

一般2,000円
団体1,200円

 無料

日田三隈高校
23-3130

 シミズ楽器
23-0920

 ＮＰＯ法人おおいた豊後ルネ
サンス
097-543-5033

 岩尾
22-6161

 ルーテル幼稚園
22-3865

 三隈幼稚園
22-5030

 ソワード
0956-22-2036

 多賀
090-9073-9931

 劇団角笛
03-3994-7624

 宇野楽器
24-5850

11月の休館日

１日㈪・15日㈪

日
田
市
制
70
周
年
記
念
事
業

 
 
 
コ
ツ
コ
ツ
節
日
本
一
大
会

九
州
交
響
楽
団

 
 
 
第
２
回
日
田
定
期
演
奏
会

ク
ラ
シ
ッ
ク
見
ど
こ
ろ
講
座

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
本
公
演

 
 
﹁
あ
い
と
地
球
と
競
売
人
﹂

■
と
き

 

・
予
選
 
11
月
13
日
㈯

 

・
決
勝
 
11
月
14
日
㈰

 

 
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

 

■
と
こ
ろ
 
大
ホ
ー
ル

 

■
入
場
料
 
無
料

   

■
と
き
 
11
月
29
日
㈪
 
午
後
６
時

30
分
開
演
︵
午
後
６
時
開
場)

 

■
と
こ
ろ
 
小
ホ
ー
ル

 

■
講
師
 
九
州
交
響
楽
団
事
務
局
長

今
村 

晃 

氏

 

■
入
場
料
︵
自
由
席)

 

 
友
の
会
会
員
無
料
、
一
般
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
３
０
０
円

 

■
前
売
り
券
販
売
開
始
日

  

11
月
17
日
㈬

    

■
と
き
 
12
月
23
日
㈷
  

午
後
６
時

開
演
︵
午
後
５
時
30
分
開
場)

 

■
と
こ
ろ
 
大
ホ
ー
ル

 

■
入
場
料
︵
前
売
り
券
︶

 

 
一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

１
０
０
０
円

    

■
と
き
 
平
成
23
年
２
月
13
日
㈰
 

午
後
３
時
開
演
︵
午
後
２
時
30
分

開
場
︶

 

■
と
こ
ろ
 
大
ホ
ー
ル

 

■
出
演
 
ア
ラ
ン
・
ブ
リ
バ
エ
フ
︵
指

揮
︶、
シ
ョ
ー
ン
・
ケ
ナ
ー
ド
︵
ピ

ア
ノ)

 

■
曲
目

 

・
歌
劇
エ
ウ
ゲ
ニ
・
オ
ネ
ー
ギ
ン
よ

り
﹁
ボ
ロ
ネ
ー
ズ
﹂

 

・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
２
番
ハ
短
調
作

品
18
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ど

 

■
入
場
料
︵
指
定
席
︶
 
Ｓ
Ｓ
席
４

０
０
０
円
、
Ｓ
席
３
５
０
０
円
、

Ａ
席
３
０
０
０
円
︵
２
５
０
０
円)
、

Ｂ
席
２
０
０
０
円
︵
１
５
０
０
円)
、

車
い
す
席
３
０
０
０
円
︵
２
５
０

０
円)

 

※
カ
ッ
コ
内
は
高
校
生
以
下
料
金
、

当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
。

 

■
前
売
り
券
販
売
開
始
日

 

・
友
の
会
会
員
 
11
月
17
日
㈬

 

・
一
般
 
11
月
24
日
㈬

※
前
売
り
券
は
、
パ
ト
リ
ア
日
田
、

市
各
振
興
局
、
市
各
振
興
セ
ン
タ

ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

つのぶえ
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淡窓図書館 ☎22－2497 《FAX》26－3210

《ホームページアドレス》 http://www.library-tansou.jp/

【図書館おすすめの本】

数学オリンピック
数学オリンピック財団／日本評論社

ますますへんてこ
ルイス・サッカー ／偕成社

ろ
い
ろ
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
紹
介
す
る
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

世
界
の
高
校
生
た
ち
が
挑
む
難
問
と
良
問

の
数
々
を
載
せ
て
い
ま
す
。

 
是
非
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

い

☆11月の休館日 １・３・８・15・18～30日

 ☆開館時間 午前10時

 ☆閉館時間 火～土曜：午後７時

        日曜：午後６時

【新刊図書のご案内】

■ 一 般 書

・自分の頭で考えるということ

         （羽生善治・茂木健一郎／大和書房）

 ・できれば機嫌よく生きたい

             （岸本葉子／中央公論新社）

 ・１日が見えてラクになる！時間整理術！

         （池田暁子／メディアファクトリー）

 ・身近な写真から学ぶ一歩先の！写真表現入門

              （久門易／技術評論社）

 ・薬膳・漢方の食材帳（薬日本堂／実業之日本社）

 ・イラストで理解する福祉現場の感染対策

            （賀来満夫／中央法規出版）

 ★アリアドネの弾丸（海堂 尊／宝島社）

■ 児 童 書

・だいじょうぶ３組（乙武洋 ／講談社）

 ・おにいちゃんはアニマン

       （あきやまただし／学研マーケティング）

 ・忍者サノスケじいさんわくわく旅日記

            （那須田 稔／ひくまの出版）

【図書館からのお知らせ】

◆11月のおはなし会はありません。

◆11月９日までは秋の読書週間

 ブックマーク（しおり）作り教室

  とき 11月７日㈰ 午後２時～４時

  対象 小学生以上（低学年は保護者同伴）

 ◆蔵書点検

  期間 11月18日㈭～30日㈫

  期間中は休館し、所蔵している本の総点検を行います。

ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。返却

の際は、返却ポストをご利用ください。

 ◆今月の特集コーナー

  今月は、健康・体力づくりをテーマにいろいろな本を

集めています。ウォーキングやトレッキング、健康管理

などに役立てましょう。

と
え
ど
ん
な
に
理
不
尽
な
先
生
が
い
て
も
、

ど
ん
な
に
凶
悪
な
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
い
て

も
、
自
分
の
本
当
の
名
前
を
呼
ん
で
も
ら

え
な
く
て
も
、
や
っ
ぱ
り
学
校
っ
て
面
白
い
。

 
奇
才
ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
の
技
が
光
る
30
話
で
す
。

た

  11月は、管 順子さん（朝日ヶ丘）のお薦めの本

を紹介します。

「きっと！すべてがうまくいく」ジェームズ・アレン

 私が、日ごろ思っていることの確信が得たくて図

書館を訪れたところ、この本に出会いました。この

本には考えるヒント、生きるヒントなど、人生の成

功への秘けつが書かれています。人は自分で選び、

巡らす考えによって自分自身を作り上げていく…。

 皆さん、著者の愛と勇気と希望のメッセージを受

け取ってみませんか。

★印は、利用者購入希望図書です。

きょうこ

く もんやすし

たける

ひろただ
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・児童館まつり ７日㈰

 午前10時～午後３時30分

 ・パパの子育て講演会

  14日㈰ 午後１時30分～

 

  

・おはなし会

 12・26日㈮

  午後４時～

 

 

 

 ・すくすく相談（栄養）

  19日㈮ 午前10時～

・おはなし会 23日㈫

  午前10時30分～

・わくわく手作り

  19日㈮ 午前11時～

 

 

 

 

 ・毛糸で遊ぼう（小学生対象）

  16日㈫～19日㈮

  午後４時～ 

 

 

 

 ・エコバックを作ろう

 ６日㈯

  午前10時30分～

・せいまお兄さんと遊ぼう

  12日㈮ 午前11時～

 ・療育事業「音あそび｣

  26日㈮ 午前11時～

  

 

 ・スターきっず

 ３・10・17日㈬

 午前10時30分～

 

 

 

☆ はっぴーきっず

 ３・10・17日㈬

  午前10時30分～

みる・きくつくるあそぶ

中央児童館
☎27-6406

天瀬児童館
☎57-8922

大山児童館
☎52-2901

遊びにおいでよ！じどうかん

・ベビーデイ

 10日㈬ 午前11時～

 ・身体測定

 29日㈪

  午前11時～、午後３時～

 

 

・子育て相談

 12日㈮ 午前11時～

☆試食会

 17日㈬ 午前11時15分～

・10・11月の誕生会

  26日㈮ 午前11時30分～

 

 ・身体計測 ９日㈫

  午前９時30分～正午 

  （母子健康手帳持参）

・着ぐるみ劇団バク公演

  「ピノキオ｣

 19日㈮ 午前10時30分～

 

 ・絵本の読み聞かせ

 ５日㈮ 午前10時～

・おしゃべりタイム

  24日㈬ 午前10時

☆親子体操の日

  17日㈬ 午前11時～

 ・お誕生会

  22日㈫ 午前11時～

  （誕生者は午前10時30分集

 合）

 

 ・プレママクラブ

  17日㈬ 午後１時30分～

 ・せいまお兄さんとエクササ

 イズ

  24日㈬ 午前10時30分～

 

 

 ・ドナルド君来園

  10日㈬ 午前10時30分～

・ぴよぴよルーム

  16日㈫ 午前９時30分～

・リトミック

  18日㈭ 午前11時～

 

 ・お誕生会

  10日㈬ 午前10時～

・せいまお兄さんと遊ぼう

  19日㈮ 午前10時～

☆ペタペタの日

 15日㈪ 午前11時～

 

 

 

 

 

 ☆親子クッキング（ヘこ焼き）

  16日㈫ 午前10時～正午

☆スクラップブッキング

  22日㈪ 午後１時15分～

 

  

 

☆親子ふれあい遊び

  21日㈰ 午前10時～

 

 

 

 

 

・ランチday 

  17日㈬ 午前10時～

みる・きくつくるあそぶ

チャイルド
プラザ
☎25-5300

ひのくま
子育て支援センター

☎22-7505

丸の内
子育て支援センター

☎23-1890

前津江
子育て支援センター

☎53-2409

ご利用ください！子育て支援施設

11
がつ

☆印の行事は、予約が必要です。詳しくは各施設にお問い合わせください。

松原児童館（☎52-2922）は、毎週土曜日開館です。



夜間当番医日曜・祝日当番医 （午後７時～10時）

内
科

外
科

歯
科

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
急
患
に
限
り
ま
す

◎
往
診
は
し
ま
せ
ん

◎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
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月

11

12

月

11

12

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

1

2

3

4

5

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

日

3

7

14

21

23

28

5

12

19

23

所在地

清岸寺町

南 元 町

城町１丁目

淡窓２丁目

誠 和 町

隈１丁目

淡窓２丁目

田島１丁目

本 町

中央１丁目

電話

28-8771

22-7171

22-1231

24-2323

22-3300

22-0033

22-6161

22-1170

22-3292

24-1148

病医院名

隈 診 療 所

岩 尾 病 院

こじかこどもクリニック

下 飛 田 小 児 科

福 田 医 院

膳 所 医 院

若 宮 病 院

佐 藤 内 科 医 院

麻 生 小 児 科 医 院

河津内科呼吸器科

坂 東 小 児 科

日 野 内 科

聖陵花月クリニック

桂林胃腸科循環器科病院

松 浦 ク リ ニ ッ ク

隈 診 療 所

こじかこどもクリニック

下 飛 田 小 児 科

岩 尾 病 院

福 田 医 院

麻 生 小 児 科 医 院

膳 所 医 院

坂 東 小 児 科

河津内科呼吸器科

若 宮 病 院

佐 藤 内 科 医 院

日 野 内 科

隈 診 療 所

松 浦 ク リ ニ ッ ク

聖陵花月クリニック

こじかこどもクリニック

下 飛 田 小 児 科

福 田 医 院

坂 東 小 児 科

岩 尾 病 院

所在地

隈１丁目

淡窓２丁目

清岸寺町

中央１丁目

清岸寺町

本 町

南 元 町

田島１丁目

淡窓２丁目

石井町２丁目

誠 和 町

天 神 町

清 水 町

城町１丁目

中央１丁目

隈１丁目

清岸寺町

中央１丁目

淡窓２丁目

清岸寺町

淡窓２丁目

本 町

誠 和 町

石井町２丁目

南 元 町

田島１丁目

天 神 町

隈１丁目

中央１丁目

清 水 町

清岸寺町

中央１丁目

清岸寺町

誠 和 町

淡窓２丁目

電話

22-0033

22-6161

28-8771

24-1148

22-1648

22-3292

22-7171

22-1170

24-2323

23-8123

22-3300

23-6009

27-5050

22-1231

24-4155

22-0033

28-8771

24-1148

22-6161

22-1648

24-2323

22-3292

22-3300

23-8123

22-7171

22-1170

23-6009

22-0033

24-4155

27-5050

28-8771

24-1148

22-1648

22-3300

22-6161

月

11

12

日

3

7

14

21

23

28

5

12

19

23

病医院名

※ 内 川 歯 科 医 院

樋口歯科クリニック

後 藤 歯 科 医 院

※おおくら歯科医院

北 山 歯 科 医 院

村 山 歯 科 医 院

高田ビル歯科医院

※ 武 内 歯 科 医 院

せ さ き 歯 科

田 吹 歯 科 医 院

所在地

元 町

南 元 町

東 町

本 町

大山町西大山

本 町

三本松２丁目

元 町

中央１丁目

吹 上 町

電話

22-0320

22-8881

22-0002

22-0222

52-3553

22-3303

22-2317

22-3034

23-6481

24-5510

◯

◯

◯

月

11

12

日

3

7

14

21

23

28

5

12

19

23

病医院名

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

大 河 原 病 院

原 病 院

城 谷 病 院

五反田胃腸科外科病院

堀 田 ク リ ニ ッ ク

秋 吉 病 院

病医院名

こじかこどもクリニック

若 宮 病 院

桂林胃腸科循環器科病院

麻 生 小 児 科 医 院

坂 東 小 児 科

隈 診 療 所

岩 尾 病 院

佐 藤 内 科 医 院

膳 所 医 院

下 飛 田 小 児 科

所在地

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

隈２丁目

三本松２丁目

元 町

若 宮 町

新 治 町

豆 田 町

電話

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808

22-3131

22-7151

23-6115

23-8386

22-2662

23-0808
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人口と世帯

お誕生日 おめでとう

（平成22年９月30日現在）

■人口 72,307 人（前月比－10）

■ 男  34,101 人

■ 女  38,206 人

■世帯 26,670 世帯

熊谷 碧ちゃん（１歳・丸山２丁目）

誕生日おめでとう♡

いつもパワフルでやんちゃ

なりく、パパとママは大変

…。 元気で明るい子に育っ

てね♡

井上楓乃ちゃん（２歳・丸山２丁目）

食べるのが大好きなかのち

ゃん、お誕生日おめでとう☆

これからも元気にすくすく

育ってね。お兄ちゃんと仲

良くね！

か の

宮 珀斗ちゃん（３歳・吹上町）

誕生日おめでとう。８月に
お兄ちゃんになった珀ちゃ
ん、ななちゃんのお世話あ
りがとう。
二人仲良く、すくすく成長
してね。

梶原源一郎ちゃん（１歳・小ヶ瀬町）

 源一郎くん、１歳のお誕生
日おめでとう!!
源ちゃんの笑顔でこれから
もみんなをいやしてね♡
あやめお姉ちゃんとも仲良
くね！

千原天聖ちゃん（２歳・石井町１丁目）

♡Happy Birthday♡
てんちゃんは我が家の王子
様☆これからもみれいちゃ
んやお友達と仲良く遊ぼう
ね。いつもてんてんスマイ
ルだよ～♪

てんせい

藤原彪太郎ちゃん（３歳・刃連町）

たれ目がかわいいこたろ
う。優しさはそのままで強
くてたくましい男の子にな
ってください。
３歳のお誕生日おめでと
う。

こ た ろうはく と

日野秀哉ちゃん（１歳・上城内町）

Happy Birthday秀哉☆

いつもニコニコかわいい笑

顔に家族みんなメロメロ♡

いっぱい遊んで笑って、す

くすく元気に育ってね!!

藤井百合花ちゃん（２歳・上野町）

歌が大好きなゆりかちゃ
ん、これからも姉妹仲良く
歌ったり遊んだりする姿を
見せてください。
たくさん食べて遊んで大き
くなあれ♡

ゆ り か

荒木勇清ちゃん（３歳・南元町）

元気いっぱいの勇ちゃんが
とても頼もしいです☆来年
はお兄ちゃんになるね！ど
んなお兄ちゃんになるか
な。これからも明るく元気
な勇ちゃんでいてね☆

千原淳睦ちゃん（１歳・日ノ出町）  

あき♡誕生日おめでとう♪

あっきースマイルで、みん

なも笑顔になれるよ♡

りょう兄、しー兄といっぱ

い遊んで、大きくなってね♡

あきちかしゅう や

森山乃愛ちゃん（２歳・坂井町） 
おしゃべり＆歌＆ダンスが
大好きなのあちゃん。２歳
おめでとう！間に挟まれて
お姉ちゃん役、妹役も大変
だね。いつも私たちを楽し
ませてくれてありがとう。

の あ

加隈旺典ちゃん（３歳・亀川町）

３歳のお誕生日おめでとう。
 お兄ちゃんと車と祇園が大
好きな旺典。
これからもお兄ちゃんとい
っぱい遊んで、元気に育っ
てね♡

おうすけゆうせい

げんいちろうりく

平成23年７月24日、地上テレビ放送は完

全にデジタル放送に移行し、アナログ放送

は終了します！

 デジサポ大分 ☎ 0 9 7 － 5 1 5 － 8 3 0 0問


